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授業アンケー
トへの対応

備　考

更新履歴

第11回

第12回

第9回

第10回

評価の基準と
方法

関連科目

第 1回

昼休み及び放課後（曜日は各担当者に聞くこと）英語は積み重ねの科目で
ある。中学校の内容、総合英語の内容で分からないところがあれば、質問
しに来ること。

板書を分かりやすく、丁寧にするよう心がける。進度は状況に応じて変更に
なる可能性がある。教科書内のReading Lessonは夏休み等休暇中の課題とす
る予定である。

第15回

オフィス
アワー

060116　新規

第 2回

授業計画

担当
総合英語B

General English B

前期の学習内容を踏まえ、２年生の総合英語Bの授業への橋渡しにする。授業
では、実践的コミュニケーション能力を、speaking, listening, reading,
writingの４技能バランスよく学習し、教科書を中心に、高専での今後の英語
の基礎となる単語学習も年間を通して行っていく予定である。

定期試験及び課題テスト、随時実施する小テスト、単語テストの成績による評価
80％、平常点（授業態度、勉強意欲、出席状況、忘れ物等）20％　　その他実施
されるテスト(ACE、単語統一テスト等）の評価は各授業担当者に聞くこと。

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

概　要

第13回

第14回

〃

期末テスト

〃

第 3回

第 4回

第 5回

第6回

Lesson 10 A Homestay - Japanese culture, Thai culture

〃

〃

〃

第7回

第8回

テスト返却、Lesson 9 Will This Be the Bio-Century?

〃

〃

テスト返却、Lesson 7 The Power of Music

まとめ

中間テスト

〃

Lesson 8 I Need Some Advice

総合英語B,英語W,英語C

学科
学年

科目
分類

総合英語A（前期）に引き続き、基礎力を確実なものとし、さらに高度なレベ
ルを目指す。高専での英語学習の方法、学生としてのあるべき姿勢を徹底さ
せる。英検準２級合格程度を目標とする。

POLESTAR Ⅰ（数研出版）、付属ワークブック、DB4500（桐原書店）、英和
辞典、和英辞典

全学科
１年

科目目標
（到達目標）

教科書
器材等


